
施
政
方
針

　

市
長
就
任
後
、
初
め
て
迎
え
る
令
和
8
年
小
牧

市
議
会
第
1
回
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
市
政

運
営
に
関
す
る
私
の
所
信
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

先
日
の
市
長
選
挙
を
経
て
市
政
の
舵
取
り
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
が
ま
ず
強
く
感
じ

て
い
る
の
は
、「
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
」
以
上
に
、

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
市
政
を
、
責
任

を
も
っ
て
引
き
継
ぐ
と
い
う
覚
悟
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
歩
み
は
、
挑
戦
と
努
力
の
積
み
重
ね
の
結
晶

で
あ
り
ま
す
。
私
は
ま
ず
、
そ
の
歴
史
に
深
い
敬

意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。
一
方
で
、
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
、
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
、
猛
暑
や

自
然
災
害
の
激
甚
化
、
生
成
AI
な
ど
の
技
術
革
新

と
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
前
提
は
大
き
く
変
わ
っ

て
お
り
、
自
治
体
経
営
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
判

断
力
と
実
行
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
8
年
度
予
算
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・

安
心
・
快
適
な
暮
ら
し
を
最
優
先
に
編
成
し
ま
し

た
。
一
般
会
計
は
７
２
６
億
８
０
０
０
万
円
（
前

年
度
比
3.3
％
増
）
で
過
去
最
大
規
模
の
当
初
予
算

と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び

企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
総
額
は

１
４
０
１
億
３
６
０
０
万
円
余
（
同
2.2
％
増
）
で

す
。
物
価
や
人
件
費
の
上
昇
、
社
会
保
障
関
連
経

費
の
増
加
な
ど
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
健
全
財

政
の
維
持
と
分
野
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
な
が

ら
、
効
果
的
で
持
続
性
の
高
い
自
治
体
経
営
を
進

め
ま
す
。

　
市
政
運
営
の
柱
は
、引
き
続
き
3
つ
の
都
市
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
で
す
。「
こ
ど
も
夢
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
№
1
都

市
」
で
は
、
家
庭
環
境
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
こ
ど
も
が
夢
を
描
き
挑
戦
で
き
る
よ
う
、
保
育
・

教
育
環
境
を
充
実
し
ま
す
。「
健
康
・
支
え
合
い
循

環
都
市
」
で
は
、「
小
牧
モ
デ
ル
」
を
推
進
し
、
健

康
と
支
え
合
い
が
地
域
内
で
循
環
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。「
魅
力
・
活
力
創
造
都
市
」
で
は
、

産
業
集
積
と
職
住
近
接
の
強
み
を
生
か
し
、
企
業

誘
致
を
通
じ
て
雇
用
創
出
・
定
住
・
に
ぎ
わ
い
の

好
循
環
を
持
続
的
に
回
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
避

難
所
環
境
の
改
善
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

推
進
、
学
校
再
編
、
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
修

繕
・
更
新
、
市
民
病
院
の
経
営
改
善
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
市
役

所
自
身
も
DX
と
業
務
の
合
理
化
を
進
め
、
職
員
が

力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
、
よ
り
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

全
世
代
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
「
選
ば
れ
る
ま
ち
小
牧
」
を
、
皆
さ
ま
と
と
も

に
つ
く
り
、
次
世
代
へ
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
す
。

小
牧
市
長

天
野

正
基

ID 50841

3 月 9日に令和 8年小牧市議会第 1回定例会が開会され、天野市長が施政方針を
表明しました。本特集では、その概要と当初予算のポイントを取り上げます。

【問合先】　 秘書政策課 ☎ 76‐1105
財　政　課 ☎ 76‐1190

選ばれるまち小牧を
目指して

（要　約）
全
文
は
コ
チ
ラ

4　広報こまき 2026年 4月号

国庫支出金（15.8%）
114億6,626万円

地方消費税
交付金（6.8%）
49億5,100万円

県支出金（7.4%）
53億7,414万円

市債（4.5%）
32億5,970万円

繰入金（5.8%）
41億8,525万円

その他（10.4%）
76億3,963万円

企業会計の予算

特別会計の予算
　土地取得 830万円

　国民健康保険事業 122億1,268万円
　土地区画整理事業 13億3,820万円
　介護保険事業 100億2,047万円
　後期高齢者医療 51億8,336万円

市税（49.3%）
358億402万円

　病院事業 291億6,495万円
水道事業 44億9,363万円
　下水道事業 50億3,473万円

その他（1.9%）
13億7,107万円

歳出予算額
（支出）

総額726億
8,000万円

総務費（9.5%）
68億8,380万円

商工費（4.1%）
29億8,374万円

消防費（2.8%）
20億6,560万円

農林費（1.2%）
8億5,450万円

土木費（10.9%）
79億2,337万円

教育費（15.5%）
113億1,527万円

衛生費（9.5%）
68億8,769万円 民生費（44.6%）

323億9,496万円

一般会計 726.8億円 ｜　特別会計 287.6億円 ｜ 企業会計 386.9億円

令和8年度当初予算　1,401.4億円（前年度比+2.2%）

当初予算の概要

一般会計 歳入予算の特徴
●  市税収入が、市民税および固定資産税の
増収を見込み、前年度比 5.3％増加

●  県支出金が、施設型教育・保育給付費等
負担金や給食費負担軽減交付金の増額な
どにより、前年度比 14.5％増加

●  諸収入が、消防指令センター共同運用事
業負担金や児童生徒等給食代の減額など
により、前年度比 47.0％減少

●  市債が、民生債や教育債の増額などによ
り、前年度比 28.3％増加

一般会計 歳出予算の特徴
●  民生費が、教育・保育事業の増額などに
より、前年度比 7.5％増加

●  消防費が、消防指令センター共同運用
事業の減額などにより、対前年度比
31.5％減少

●  教育費が、市民会館施設整備事業の増額
などにより、対前年度比 8.2％増加

歳入予算額
（収入）

総額726億
8,000万円

一 般 会 計

一 般 会 計

※ 端数処理により合計値などが
　 合わないことがあります。　
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その他（10.4%）
76億3,963万円

企業会計の予算

特別会計の予算
　土地取得 830万円

　国民健康保険事業 122億1,268万円
　土地区画整理事業 13億3,820万円
　介護保険事業 100億2,047万円
　後期高齢者医療 51億8,336万円

市税（49.3%）
358億402万円

　病院事業 291億6,495万円
水道事業 44億9,363万円
　下水道事業 50億3,473万円

その他（1.9%）
13億7,107万円

歳出予算額
（支出）

総額726億
8,000万円

総務費（9.5%）
68億8,380万円

商工費（4.1%）
29億8,374万円

消防費（2.8%）
20億6,560万円

農林費（1.2%）
8億5,450万円

土木費（10.9%）
79億2,337万円

教育費（15.5%）
113億1,527万円

衛生費（9.5%）
68億8,769万円 民生費（44.6%）

323億9,496万円

一般会計 726.8億円 ｜　特別会計 287.6億円 ｜ 企業会計 386.9億円

令和8年度当初予算　1,401.4億円（前年度比+2.2%）

当初予算の概要

一般会計 歳入予算の特徴
●  市税収入が、市民税および固定資産税の
増収を見込み、前年度比 5.3％増加

●  県支出金が、施設型教育・保育給付費等
負担金や給食費負担軽減交付金の増額な
どにより、前年度比 14.5％増加

●  諸収入が、消防指令センター共同運用事
業負担金や児童生徒等給食代の減額など
により、前年度比 47.0％減少

●  市債が、民生債や教育債の増額などによ
り、前年度比 28.3％増加

一般会計 歳出予算の特徴
●  民生費が、教育・保育事業の増額などに
より、前年度比 7.5％増加

●  消防費が、消防指令センター共同運用
事業の減額などにより、対前年度比
31.5％減少

●  教育費が、市民会館施設整備事業の増額
などにより、対前年度比 8.2％増加

歳入予算額
（収入）

総額726億
8,000万円

一 般 会 計

一 般 会 計

※ 端数処理により合計値などが
　 合わないことがあります。　
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- 都市ヴィジョン１-

こども夢・チャレンジ№1都市

などなど

　　　米野小学校改築事業　13億 824万円　　保育園適正配置・整備推進事業　６億 4,382 万円　
　　　（仮称）第一こども園施設建設事業　8億 9,420 万円

その他の主な事業その他の主な事業

都市ヴィジョン 1「こども夢・チャレンジ№ 1都市」は、こどもの夢や挑戦をまち全体で応援し、世代を
越えて市民がつながり、あたたかく支え合える暮らしやすいまちを目指すものです。この都市ヴィジョン
の考え方を中心に、子育て・教育環境の充実につながる令和 8年度の主な事業を紹介します。

01.給食費負担軽減事業

小中学校給食費の無償化を拡充します。小学生は完
全無償化。中学生は従来の第 2子以降の無償化に加
えて、令和 8年度に限り第 1子も無償化します。

【予算額】　６億9,451万円

拡 02.すくすく子育て応援事業

安心して出産・子育てができるよう、伴走型相談支
援と経済的支援を一体で実施。妊娠届出時・出生届
出後にそれぞれ 5万円を支給、デジタルギフトを活
用して利便性と迅速性の向上を図ります。

【予算額】　1億 2,067万円

拡

03.学校再編推進事業

篠岡地区の令和 9年度第 1期学校再編に向け、普通
教室改修や空調整備等を行います。また、令和 9年
度からスクールバスを円滑に運行するため、体験乗
車会やプレ登下校等を実施します。

【予算額】　3億 719万円
※債務負担行為 2 億 2,498 万円

拡 04.マイボトル給水機設置事業

熱中症予防のため、小中学校に各校 2台の給水機を
設置します。児童生徒がマイボトルで安全に水分補
給できる環境を整え、暑熱対策の強化と健康保持に
取り組みます。

【予算額】　1,212万円

新

Pi
ck

Up
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ck

Up

Pi
ck

Up

Pi
ck

Up教　育 教　育

子育て教　育
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- 都市ヴィジョン２-

健康・支え合い循環都市

　　　ヤング健診事業（拡充分）　208 万円

その他の主な事業その他の主な事業

都市ヴィジョン 2「健康・支え合い循環都市」は、市民の健康づくりを支えるとともに、地域での支え合い・
助け合いを広げ、安心して暮らし続けられるまちを目指すものです。この都市ヴィジョンの考え方を中心に、
健康づくりと地域の支え合いの循環につながる令和 8年度の主な事業を紹介します。

01.地域協議会設立推進・活動支援事業

小学校区単位の地域協議会に財政・人的支援を行い
ます。令和 8年度は無作為抽出の住民を対象に地域
ミーティングを実施し、活動周知と新たな参加者の
発掘を進めます。

【予算額】　3,168万円

拡 02.こまきプレミアム商品券発行助成事業

商工会議所が実施するプレミアム商品券発行事業を
補助し、地域経済の活性化と消費喚起を図ります。
プレミアム率は 20%、発行総額は 14.4 億円。令和
8年度は一部を電子化し、実証実験を行います。

【予算額】　2億 7,400万円

拡

03. 5 歳児健康診査事業

従来実施する 5歳児健診において、令和 8年度から
歯科医師による口腔機能発達検査を実施します。口
腔機能の発達段階に応じた支援の充実を図ります。

【予算額】　678万円

拡 04.第20回アジア競技大会開催事業

第 20回アジア競技大会に向け、大会組織委員会が整
備する市スポーツ公園総合体育館（パークアリーナ
小牧）の仮設設備費の一部を負担。また、バレーボー
ルの競技開催地として、運営を支援します。

【予算額】　1,000万円

目注
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- 都市ヴィジョン２-

健康・支え合い循環都市

　　　ヤング健診事業（拡充分）　208 万円

その他の主な事業その他の主な事業

都市ヴィジョン 2「健康・支え合い循環都市」は、市民の健康づくりを支えるとともに、地域での支え合い・
助け合いを広げ、安心して暮らし続けられるまちを目指すものです。この都市ヴィジョンの考え方を中心に、
健康づくりと地域の支え合いの循環につながる令和 8年度の主な事業を紹介します。

01.地域協議会設立推進・活動支援事業

小学校区単位の地域協議会に財政・人的支援を行い
ます。令和 8年度は無作為抽出の住民を対象に地域
ミーティングを実施し、活動周知と新たな参加者の
発掘を進めます。

【予算額】　3,168万円

拡 02.こまきプレミアム商品券発行助成事業

商工会議所が実施するプレミアム商品券発行事業を
補助し、地域経済の活性化と消費喚起を図ります。
プレミアム率は 20%、発行総額は 14.4 億円。令和
8年度は一部を電子化し、実証実験を行います。

【予算額】　2億 7,400万円

拡

03. 5 歳児健康診査事業

従来実施する 5歳児健診において、令和 8年度から
歯科医師による口腔機能発達検査を実施します。口
腔機能の発達段階に応じた支援の充実を図ります。

【予算額】　678万円

拡 04.第20回アジア競技大会開催事業

第 20回アジア競技大会に向け、大会組織委員会が整
備する市スポーツ公園総合体育館（パークアリーナ
小牧）の仮設設備費の一部を負担。また、バレーボー
ルの競技開催地として、運営を支援します。

【予算額】　1,000万円
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04. 民間木造住宅耐震
 改修促進事業

- 都市ヴィジョン３-

魅力・活力創造都市

　　　農業公園整備事業　4 億 6,124 万円　　こまき歴史発見館整備事業 8,192 万円
　　　北西部地区公園整備事業　7 億 4,066 万円

その他の主な事業その他の主な事業

都市ヴィジョン 3「魅力・活力創造都市」は、若い世代が住みたい・住み続けたいと思える魅力を高め、
地域経済を支えながら将来にわたり活力が続くまちを目指すものです。この都市ヴィジョンの考え方を中
心に、企業誘致・産業集積や住み続けたいまちにつながる令和 8年度の主な事業を紹介します。

01.企業立地推進事業

企業立地促進補助金の延床面積要件を緩和。さらに、
IT・スタートアップ企業オフィス等開設補助金を創
設し、市内の空きオフィス等に事業所を開設する事
業者に賃料補助を行います。

【予算額】　６億8,023万円

拡 02.住宅用地球温暖化対策設備設置費補助事業

省エネ機器や再生可能エネルギー導入を支援し、脱
炭素化を推進。太陽光発電設備等と一体的に導入す
るグリーントランスフォーメーション志向型ZEH住
宅に必要な高性能外皮等への補助を創設します。

【予算額】　4,140万円

拡
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Up

将来にわたる持続的な産業振興の
ため、市内企業のデジタル化や人
材確保等を支援します。さらに、
サイバーセキュリティ対策促進補
助金を創設。企業の新展開と経営
基盤の強化を後押しします。

旧耐震基準の木造住宅の耐震改修
等を補助します。補助上限額を引
き上げ、2回に分けて行う改修に
も対応するほか、精密診断法によ
る耐震補強設計費も支援し、耐震
化を促進します。

公共交通サービスの持続的な提供
を確保するため、「こまくる」等に
自動運転やデマンド型交通等を加
え、地域の実情に応じた最適な公
共交通のあり方の検討を行います。

【予算額】　8,230万円 【予算額】　2,180万円 【予算額】　1,098万円

拡03. 企業新展開支援
 プログラム推進事業

Pi
ck

Up

Pi
ck

Up

05. 地域公共交通確保
 維持改善事業

Pi
ck

Up

新拡

商工業

商工業

エネルギー

住　宅 交　通
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小牧市まちづくり推進計画
- 第 2 次基本計画 -

行政改革と市民の利便性向上

ここまで紹介した都市ヴィジョンの実現に向けた事業のほか、行政サービスの基盤となるさまざまな手続
のデジタル化や官民連携を進め、だれにとっても便利な市役所を目指します。

新新

消防への申請・届出の電子受付と
電子審査を実施し、手続の迅速化
と利便性向上を図ります。審査事
務の効率化により、事業者・行政
双方の負担軽減とサービス向上に
つなげます。

篠岡地区の児童クラブ運営を民間
事業者に委託し、民間ノウハウに
よる運営の質の向上を図るととも
に安定的な運営体制の確保を進
めます。

市の最上位計画である「小牧市ま
ちづくり推進計画」の次期計画策
定に向け、市民アンケート等を実
施。市民ニーズを把握し、令和
16 年度までに取り組む施策を体
系的に整理します。

【予算額】　548万円 【予算額】　2,420万円
※債務負担行為 3 億 8,477 万円 【予算額】　656万円

拡01.消防同意等
 DX化事業

Pi
ck

Up

02. 児童クラブ
 運営委託事業

Pi
ck

Up

03. 小牧市まちづくり
 推進計画策定事業

Pi
ck

Up

小牧市まちづくり推進計画は
まちの未来を描く"設計図"

毎年の予算編成もこの計画を土台に組み立てられてい
ます。小牧市民憲章に掲げる理想のまちの実現に向け
て、「こども夢・チャレンジ№ 1都市」「健康・支え合
い循環都市」「魅力・活力創造都市」の 3つの都市ヴィ
ジョンを柱に、さまざまな事業を進めています。市民
の皆さんからいつまでも住みたい、住み続けたいと思
われるまちを目指し、一歩一歩着実に歩んでいきます。

ID 24667

防　災 子育て 行政運営

計画書の内容や進捗状況は
ホームページをご確認ください
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小牧市まちづくり推進計画
- 第 2 次基本計画 -

行政改革と市民の利便性向上

ここまで紹介した都市ヴィジョンの実現に向けた事業のほか、行政サービスの基盤となるさまざまな手続
のデジタル化や官民連携を進め、だれにとっても便利な市役所を目指します。
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消防への申請・届出の電子受付と
電子審査を実施し、手続の迅速化
と利便性向上を図ります。審査事
務の効率化により、事業者・行政
双方の負担軽減とサービス向上に
つなげます。

篠岡地区の児童クラブ運営を民間
事業者に委託し、民間ノウハウに
よる運営の質の向上を図るととも
に安定的な運営体制の確保を進
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定に向け、市民アンケート等を実
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い循環都市」「魅力・活力創造都市」の 3つの都市ヴィ
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